
 

一 

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案 

新
旧
対
照
表 

○
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）（
附
則
第
三
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

第
二
十
八
条 
電
気
事
業
者
は
、
電
源
開
発
の
実
施
、
電
気
の
供
給
、
電
気
工

作
物
の
運
用
等
そ
の
事
業
の
遂
行
に
当
た
り
、
広
域
的
運
営
に
よ
る
電
気
の

安
定
供
給
の
確
保
、
国
内
の
地
域
に
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
地
域
の
実
情

に
即
し
た
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
活
用
そ
の
他
の
電
気
事
業
の
総
合
的
か
つ

合
理
的
な
発
達
に
資
す
る
よ
う
に
、
卸
供
給
事
業
者
及
び
第
二
十
八
条
の
三

第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
自
家
用
電
気
工
作
物
設
置
者
の
能
力
を
適
切
に
活

用
し
つ
つ
、
相
互
に
協
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
業
務
） 

第
二
十
八
条
の
四
十 

推
進
機
関
は
、
第
二
十
八
条
の
四
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。 

 

一
・
二 

（
略
） 

 

三 

送
配
電
等
業
務
（
一
般
電
気
事
業
者
及
び
卸
電
気
事
業
者
が
行
う
託
送

供
給
の
業
務
そ
の
他
の
変
電
、
送
電
及
び
配
電
に
係
る
業
務
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
（
以
下
こ

の
号
、
第
二
十
八
条
の
四
十
五
、
第
二
十
八
条
の
四
十
六
及
び
第
二
十
九

条
第
二
項
に
お
い
て
「
送
配
電
等
業
務
指
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
及

び
必
要
に
応
じ
て
変
更
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
送
配
電
等

第
二
十
八
条 

電
気
事
業
者
は
、
電
源
開
発
の
実
施
、
電
気
の
供
給
、
電
気
工

作
物
の
運
用
等
そ
の
事
業
の
遂
行
に
当
た
り
、
広
域
的
運
営
に
よ
る
電
気
の

安
定
供
給
の
確
保
そ
の
他
の
電
気
事
業
の
総
合
的
か
つ
合
理
的
な
発
達
に
資

す
る
よ
う
に
、
卸
供
給
事
業
者
及
び
第
二
十
八
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る

特
定
自
家
用
電
気
工
作
物
設
置
者
の
能
力
を
適
切
に
活
用
し
つ
つ
、
相
互
に

協
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

（
業
務
） 

第
二
十
八
条
の
四
十 

推
進
機
関
は
、
第
二
十
八
条
の
四
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。 

 

一
・
二 

（
同
上
） 

 

三 

送
配
電
等
業
務
（
一
般
電
気
事
業
者
及
び
卸
電
気
事
業
者
が
行
う
託
送

供
給
の
業
務
そ
の
他
の
変
電
、
送
電
及
び
配
電
に
係
る
業
務
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
（
第
二
十

八
条
の
四
十
五
、
第
二
十
八
条
の
四
十
六
及
び
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お

い
て
「
送
配
電
等
業
務
指
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
す
る
こ
と
。 

 



  

二 

業
務
指
針
の
策
定
又
は
変
更
に
先
立
つ
て
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
意

見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
。 

 

四
～
九 
（
略
） 

  

（
送
配
電
等
業
務
指
針
） 

第
二
十
八
条
の
四
十
五 
送
配
電
等
業
務
指
針
に
は
、
国
内
の
地
域
に
存
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
活
用
の
動

向
を
勘
案
し
、
次
の
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

一
般
電
気
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
電
線
路
の
能
力
の
向
上

に
関
す
る
事
項 

 

二 

発
電
用
の
電
気
工
作
物
と
一
般
電
気
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す

る
電
線
路
と
の
電
気
的
な
接
続
に
関
す
る
事
項 

 

三 

そ
の
他
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項 

 

第
二
十
九
条 

電
気
事
業
者
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

毎
年
度
、
当
該
年
度
以
降
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
に
お
け
る
電
気
の

供
給
並
び
に
電
気
工
作
物
（
全
て
の
送
電
用
の
電
気
工
作
物
を
含
む
。
）
の
設

置
及
び
運
用
に
つ
い
て
の
計
画
（
以
下
「
供
給
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、

当
該
年
度
の
開
始
前
に
、
推
進
機
関
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

推
進
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
電
気
事
業
者
か
ら
供
給
計
画
を
受
け

   

四
～
九 

（
同
上
） 

  

（
送
配
電
等
業
務
指
針
） 

第
二
十
八
条
の
四
十
五 

送
配
電
等
業
務
指
針
に
は
、
次
の
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。 

  

一 

（
同
上
） 

  

二 

（
同
上
） 

  

三 

（
同
上
） 

 

第
二
十
九
条 

電
気
事
業
者
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

毎
年
度
、
当
該
年
度
以
降
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
に
お
け
る
電
気
の

供
給
並
び
に
電
気
工
作
物
の
設
置
及
び
運
用
に
つ
い
て
の
計
画
（
以
下
「
供

給
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
当
該
年
度
の
開
始
前
に
、
推
進
機
関
を
経

由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

２ 

（
同
上
） 



 

三 

取
つ
た
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
取
り

ま
と
め
、
送
配
電
等
業
務
指
針
及
び
そ
の
業
務
の
実
施
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

知
見
に
照
ら
し
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
意
見
が
あ
る
と
き
は
当
該
意
見
を

付
し
て
、
当
該
年
度
の
開
始
前
に
、
経
済
産
業
大
臣
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

３
・
４ 

（
略
） 

５ 

経
済
産
業
大
臣
は
、
供
給
計
画
が
広
域
的
運
営
に
よ
る
電
気
の
安
定
供
給

の
確
保
、
国
内
の
地
域
に
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
地
域
の
実
情
に
即
し
た

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
活
用
そ
の
他
の
電
気
事
業
の
総
合
的
か
つ
合
理
的
な

発
達
を
図
る
た
め
適
切
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
電
気
事
業
者
に
対
し
、

そ
の
供
給
計
画
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
特

に
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
適
切
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
電
気
事
業
者
に

対
し
、
次
の
事
項
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
の
事
項
は
、

卸
電
気
事
業
者
に
対
し
て
は
、
命
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

一 

一
般
電
気
事
業
者
、
特
定
電
気
事
業
者
又
は
特
定
規
模
電
気
事
業
者
に

電
気
を
供
給
す
る
こ
と
。 

 

二 

振
替
供
給
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

電
気
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
。 

 

四 

電
気
事
業
者
に
電
気
工
作
物
を
貸
し
渡
し
、
若
し
く
は
電
気
事
業
者
か

ら
電
気
工
作
物
を
借
り
受
け
、
又
は
電
気
事
業
者
と
電
気
工
作
物
を
共
用

     

３
・
４ 

（
同
上
） 

５ 

経
済
産
業
大
臣
は
、
供
給
計
画
が
広
域
的
運
営
に
よ
る
電
気
の
安
定
供
給

の
確
保
そ
の
他
の
電
気
事
業
の
総
合
的
か
つ
合
理
的
な
発
達
を
図
る
た
め
適

切
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
電
気
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
供
給
計
画
を
変

更
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

６ 

（
同
上
） 

    

一 

（
同
上
） 

  

二 
（
同
上
） 

 

三 
（
同
上
） 

 

四 

（
同
上
） 

 



  

四 

す
る
こ
と
。 

 

五 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
広
域
的
運
営
又
は
国
内
の
地
域
に
存

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
活

用
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
を

と
る
こ
と
。 

 

  

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
広
域
的
運
営
を
図
る
た
め
に
必
要
な

措
置
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
を
と
る
こ
と
。 

 

 
 

  
 



 

五 

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
一
号
）（
附
則
第
五
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 

（
安
定
供
給
の
確
保
） 

第
二
条 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
な
供
給
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
国
際
情
勢
が
不
安
定
な
要
素
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
石

油
等
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
に
お
け
る
特
定
の
地
域
へ
の
過
度
な
依
存

を
低
減
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
開

発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
送
体
制
の
整
備
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
備
蓄
及
び
国
内
の
地

域
に
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
活
用
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
並
び
に
災

害
時
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
不
足
へ
の
対
処
の
た
め
の
体
制
の
整
備

そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
適
切
な
危
機
管
理
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
の
多
様
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
及
び
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
分
野
に
お
け
る
安
全
保
障
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
施
策
が
講

じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

２ 

（
略
） 

 

 

（
安
定
供
給
の
確
保
） 

第
二
条 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
な
供
給
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
国
際
情
勢
が
不
安
定
な
要
素
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
に
か
ん
が

み
、
石
油
等
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
に
お
け
る
特
定
の
地
域
へ
の
過
度

な
依
存
を
低
減
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
の
開
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
送
体
制
の
整
備
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
備
蓄
及
び
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
並
び
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し

適
切
な
危
機
管
理
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
の
多
様

化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
に
お
け
る
安
全

保
障
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
施
策
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

２ 

（
同
上
） 

 
 

 


